
目標： シモンへの質問から、この女性の喜びを推察し、自分もイエスに罪を赦されると愛に溢れると知る。
聖句： 「この女は多く愛したから、その多くの罪はゆるされているのである。少しだけゆるされた者は、少しだけしか愛さないルカ福音書７:４７
時間： １０分
道具： ホワイトボード、ペン、
対象者： 小６×１　小５×１　小４×１　小３×１　小３×３　小１×２　未就園児×５
留意点 参加者の年齢によって、質問の深度を変える必要がある。難しそうであれば、随時流れを変えていく用意を忘れないこと。
段階 時間 教師から 子供に予想される反応 備考
課題確認 ２分 イエス様はパリサイ人のシモンに招かれた時に、 弟子のシモン・ペテロとは区別をさせること

このような質問をしました。
４１節から４２節に述べられている譬えを述べる 意見を挙げさせることを主眼に置くが、随時理由を聞
どちらの方が多く愛すると思いますか。 ・１００デナリの方 こと。それにより、１００デナリの方に意見は収束して

・５０デナリの方 くだろう。
デナリの単位の説明は、必要ならば行う。
１デナリ＝10,000円くらい。

多く赦される→多く愛する 板書または用意していた紙を貼る
イエス様がこの譬えを話したのはなぜだったの
でしょう。

課題探究 ６分 シモンの家に招かれた時、このような女性がいた
のです。
３７節から３９節までの概略を述べる。 全体の分かるイラストがあると、子供たちの理解を助

けるだろう。
この女の人はなぜこのようなことをしたと思いま・多く赦されたから いろいろな意見を挙げさせたい。
すか。 ・布がなかったから 多く赦されたからと気づけば、本時の目標は達成され

・イエス様の足が汚かったから たことになる。
・ どうしても気づかなければ、掲示している「多く赦され

る→多く愛する」を指さしたりして理解を促す。
聖書にはどのような罪を赦されたのかは、一切書 女への詮索を避けさせ、逆に各人の罪の許しに心を
いてありません。罪の女とだけあります。 向けさせたい
多くの罪を赦された喜びからイエス様を愛するよ 一応の結論部である。
うになったのです。
イエス様は、私たちの罪を赦すため、十字架にか 以下は宣言的に行いたい。
かられました。
この御業のとんでもない大きさが分かってくると、
神と人とを愛することができるようになります。

まとめ 2分 イエス様の十字架が分かるように、祈り続けてい 182号テキスト全体のテーマからの反映として、この事
きましょう。 柄を信じて取り組ませたい。
暗誦聖句


